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発警要を恕謡 罷 適 量驚実業 警1遇 禁 盟 語 袈+ioうに求められる.
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直径方向(m) 0.24
(C)解析計算による温度分布 (d)加温実験による温度分布
フアントム初期温度23.5℃､外部温度21.0℃の場合
図3解析計算と加温実験の温度分布の比較
5.まとめ
フアントムの電気的特性の温度依存性を考慮 した高周波加温の解析計算を行った｡その結果､
加温実験とよく一致した温度分布を得た｡解析計算を行う場合､媒質定数を正確に把握 してお
く事が重要である｡
参考文献
【1】塚本､金井､相､斉藤､宮川:｢差分時間領域法によるリエントラント型空洞共振器の電磁
界解析｣電気学会静止器回転機合同研究会 sA-94-3(1994年8月)
【2】富山､金井､斉藤､富川:｢有限要素法を用いた高周波加温の熱伝導解析｣電子情報通信学
会信越支部大会講演論文集76(1994年10月)
-38-
